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Abstract:

Objective: The objective of this study was to clarify through interviews the contents of support provided by

families of schizophrenic patients who wish to work and use employment support services.

Methods: Semi­structured interviews based on interview guides were conducted with two family members of

schizophrenic patients who use employment support services. The families talked about the events experi­

enced by schizophrenic family members who wished to work while receiving support. The interviews were

recorded and transcribed verbatim, and then analyzed with reference to Berelson’s content analysis.

Results: Three categories regarding family support for patients with schizophrenia who wish to work were

extracted from the verbatim transcripts: [Exploring how to get involved with the illness], [Continuing to have

hope together], and [Creating a lifestyle in which we can work together], and eight subcategories, including

19 identical recording unit groups.

Conclusion: With regard to methods for supporting schizophrenic patients who wish to work and their fami­

lies, attention must be paid to being a family of consumers, so that the functions of an assistant and a con­

sumer can be maintained in a balanced manner. These findings indicate the need for recovery­oriented sup­

port centered on living independently for schizophrenic patients and their families.
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抄録：
目的：家族が就労意欲をもつ当事者をどのように支えながら地域での暮らしを継続させているのか，
就労支援事業所を利用する当事者の家族を対象としたインタビューを行い，家族がおこなっている支
援内容について明らかにすることを目的とした。
方法：就労支援事業所を利用する統合失調症者の家族 2名に半構造化面接を行い，就労を希望してい
る当事者の家族に語ってもらったデータを，Berelson. B の内容分析の手法を参考にして分析した。
結果：就労意欲をもつ統合失調症者に対する家族の支援内容について，【病気とのつきあい方を探る】
【希望をともに持ち続ける】【ともに歩める生活づくり】という 3つのカテゴリーと 8つのサブカテゴ
リー，19の同一記録単位群が得られた。
結論：就労意欲をもつ統合失調症者と家族への支援のあり方について，生活者としての家族であるこ
とに着目し，援助者としての機能と生活者としての機能をバランスよく維持できるような支援や，就
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Ⅰ．は じ め に

近年，精神障がい者の地域移行支援が進みつ
つある中で，我が国においても当事者の自己の
成長や人生の再統合に向かうことを意味するリ
カバリーの概念を志向した支援のあり方が求め
られている。
2004年の「精神保健医療福祉の改革ビジョ
ン」では，国民意識の変革，精神医療体系の再
編，地域生活支援体系の再編，精神保健医療福
祉施策の基盤強化という柱が掲げられ，「入院
医療中心から地域生活中心へ」という方策を推
し進めていくことが示されて以降，こうした地
域移行の取り組みの中，欧米で発展したリカバ
リーの概念が我が国にも拡がった。「リカバリ
ー」とは，病気や障害があってもなお，その人
らしく充実した生き方を目指すプロセスを指
す。
リカバリーのプロセスにおいて，当事者が再
び社会に貢献できる生き方を取り戻すことが重
視されており，就労はそのための重要な要素の
一つである（Anthony, 1993; Deegan, 1998）。
平成 28年度からは障害者雇用促進制度にお
ける障がい者の範囲が見直され精神障がい者が
法定雇用率の算定基礎に加えられた改正障害者
雇用促進法が施行されるなど，障がいを持ちな
がらも職業を通じ，誇りをもって自立した生活
を送ることができるよう社会的な対策は広がり
をみせている。また，リカバリー志向の就労支
援である Individual Placement Support（IPS）も
徐々に広まりつつあり，段階的な就労支援では
なく当事者の希望に沿って支援することも重視
されるようになり，支援者の認識の転換が求め
られるようになっている。リカバリー概念に基
づくこれからの精神障がい者の地域生活の支援
では，IPS のようなリカバリー志向の就労支援
について援助者だけでなく家族も共有し当事者
を支えることが求められる。当事者の地域での

暮らしを支えていく訪問看護などの地域で活動
する援助者は，就労という当事者の希望を大切
にしながら支援していくことが必要となる。日
本は欧米諸国に比べ家族との同居率が高いこと
が指摘されており，家族が第一次的な環境とし
て存在する。障がいをもつ当事者も家族の支援
を求め家族も感情的な巻き込まれが起きやすい
ことなどを考えると，地域の住み慣れた場所で
質の高い暮らしを維持するためには家族支援は
重要（佐藤，2006）である。就労支援を含んだ
包括的な地域支援は，積極的に行われるように
なってきているが，家族が就労意欲をもつ精神
障がい者に対してどのようにかかわりを持ち就
労や生活を支援しているのか記述されている文
献は少なく，支援という視点での研究はほとん
どない。家族が就労意欲をもつ当事者をどのよ
うに支えながら地域での暮らしを継続させてい
るか知ることは，包括的な地域支援において当
事者と家族に対する心理社会的支援を明らかに
するために重要な示唆を得られると考える。
そこで，就労意欲をもち，就労支援事業所を
利用する精神障がいをもつ当事者の家族を対象
としたインタビューを行い，家族が就労意欲を
もつ当事者に対しておこなっている支援の内容
について明らかにする。

Ⅱ．方 法

1．用語の定義
「就労」とは，一定の収入及び多様な社会関
係を前提とした自己あるいは他者にとって有益
なことに自己の体や心を活用することである。
「就労意欲」とは仕事に就き働くことを通じて
一定の収入を得て生活を送ることを実現しよう
とする願いである。

2．研究対象者
就労支援事業所を利用する統合失調症者の家
族

職するゴールではなく，当事者と家族が主体性をもって生きることの意味を中心に据えた支援のあり
方の必要性が示唆された。

キーワード：統合失調症，就労支援，家族支援
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3．データ収集方法
1）データ収集期間
平成 28年 8月

2）データ収集方法
調査は，原則として対象者のプライバシーが
保てる個室において 1回約 60分程度の 1対 1
の半構造化面接を行った。対象者の同意を得て
IC レコーダーに録音し逐語録を作成した。半
構造化面接は作成したインタビューガイドに基
づきそれに沿って行った。
まず，当事者の性別，年齢，疾患名，発症か
らの期間，利用している就労支援サービス，研
究協力者の性別，年齢，本人との関係の情報に
ついて質問した。さらに，就労を希望している
当事者の家族が，当事者を支援する中で経験し
た出来事について語ってもらった。

4．データ分析方法
インタビューデータは逐語録におこし，対象
者が特定できないように配慮した。言語的に記
述されたデータを分析し，内容を客観的，体系
的，数量的に記述するため，Berelson. B の内
容分析の手法を参考にして分析した。一つの意
味内容をもつ文脈単位の中から，「就労支援事
業所を利用する当事者への家族の支援」に関連
する表現や意味内容の文脈を 1記録単位とし，
すべて抽出した。次に，類似する表現や意味内
容を文脈単位ごとにひとまとまりとして，含ま
れる意味を損なわず，明確になるよう簡潔に表
現し，コードとした。さらに，意味内容の類似
性に基づいてコードを集め，共通する意味を表
すコードを命名した。このカテゴリー化を繰り
返し，最終コードをカテゴリー，カテゴリーを
生成する次段階のコードをサブカテゴリーとし
た。コード化・カテゴリー化は検討を繰り返し
精錬した。分析結果は，精神看護に携わり質的
研究の経験豊富な研究者によってスーパービジ

ョンを受け，真実性・信頼性の確保に努めた。

5．倫理的配慮
研究で得たデータおよび結果は，研究の目的
以外には使用しないことや参加への自由意思を
尊重すること，データ分析は協力者が特定され
ることがないよう実施することなど，口頭と文
書で説明し同意を得た。研究協力に関する情報
は，個人が特定される恐れがある固有名詞はす
べて関連のない記号などに置き換え，協力者の
プライバシーを擁護した。研究者の所属機関の
倫理審査委員会にて承認を得た。

Ⅲ．結 果

1．研究対象者の概要
研究対象者は，就労意欲をもつ統合失調症者

（以下，当事者）との関係はいずれも母親 2名
であった。当事者はいずれも 20歳代で，発症
から 5年以内であった。統合失調症を発症し現
在も外来受診を継続しており，いずれも調査時
は当事者と家族は同居していた。家族と当事者
との概要については，表 1に示した。（表 1）

2．就労を希望する統合失調症患者の家族が行
っている支援
家族のケアは，逐語録から 3つのカテゴリ
ー，8つのサブカテゴリー，19の同一記録単位
群が得られた。カテゴリーは【 】，サブカテ
ゴリーは《 》，同一の記録単位群は「 」と
し，表 2に示した。語られた記録単位の内容は
『 』で示した。以下に得られた【病気とのつ
きあい方を探る】【希望をともに持ち続ける】
【ともに歩める生活づくり】の 3つのカテゴリ
ーごとの内容を記述する。（表 2）
1）【病気とのつきあい方を探る】
このカテゴリーは，統合失調症の症状による
影響で日々の当事者の言動や生活が変化する中

表 1 研究協力者と当事者の概要

対象者 年齢 続柄 性別 診断名 発症からの期間 利用するサービス

A 40歳代 母親
第 1子 女性 統合失調症 約 4年 就労支援 B 型

訪問看護

B 50歳代 母親
第 2子 男性 統合失調症 約 5年 就労移行支援
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で家族が行っていた支援である。
《症状の現れ方や病気に対する当事者の体験
を知る》は，「現れている症状とその影響を理
解する」と「良い変化を捉える」で構成され
た。
「現れている症状とその影響を理解する」は，
『自分で誰かが自分のことを悪く言ってるとか，
幻聴ですか』『自分ではどうしようもない感情
っていうかそういうのが来て，良くない方に考
えてしまう』『“僕なんかどうなってもいいんじ
ゃないか”とか，そういうマイナス思考が一気
に訪れてくるような』と語られるように，家族
が当事者が悪くなるという変化に対して，変化
がどのように現れているのかを統合失調症の症
状として理解したり，その時の当事者が感じて
いることに関心を寄せたりして理解していく支
援の方法であった。
「良い変化を捉える」では，『やっぱり（就労
支援事業所に）行って帰ってくると，表情もキ
リッとした感じで，いい刺激をもらっているん
じゃないかというのは感じてました』，『周りと

しては良くなってるっていうのはわかるんです
けど，本人としては確実にはっきりとした変化
っていうのはわからない』，『行くことは本人の
ためなので，別にこっちが行ってほしいから行
ってるのでもないので，そこのところは“絶対
に今の状態はいい状態やから，リハビリなんだ
から”っていうのはずっと話しをしてた』など
が語られ，当事者の些細な変化や緩やかな変化
に気づき，それが当事者が感じ取れていないこ
とも捉え，当事者に伝える支援であった。
《わからなさの中でできることをする》は，
「わからないなかで対処できる方法を探す」，
「当事者と支援をつなぐ」，「安心できる環境を
つくる」から構成された。
「わからないなかで対処できる方法を探す」
は『病状，病気に対しても全然わからなくて，
統合失調症って言われてもピンとこなくて』，
『本とかもいろいろ。これがいいっていうよう
な本を買ってみたりとかするんです』，『頭の中
で文字になるって。でもそれが幻覚とか幻聴と
かっていうのが分からなくて，そういう，なん

表 2 就労意欲をもつ統合失調症者への家族の支援内容

カテゴリー サブカテゴリー 同一記録単位群（記録単位数）

【病気とのつきあい方を探る】

《症状の現れ方や病気に対する
当事者の体験を知る》

「現れている症状とその影響を理解する」（4）

「良い変化を捉える」（3）

《わからなさの中でできること
をする》

「わからないなかで対処できる方法を探す」（7）

「当事者と支援をつなぐ」（2）

「安心できる環境をつくる」（5）

【希望をともに持ち続ける】

《希望を分かち合う》

「希望を受けとめる」（4）

「待つ姿勢をもち希望を育む」（3）

「希望に関する価値を共有する」（4）

「希望を実現するための道のりをともに考える」（2）

《希望との距離感を保つ》
「期待を表しすぎない」（4）

「背中を押す」（4）

《希望の障壁となるものを知る》
「当事者の苦手や不安を知る」（3）

「困っていることにアドバイスする」（1）

【ともに歩める生活づくり】

《ともにできることを見つける》
「ともにいる時間を大切にする」（4）

「できることを促す」（3）

《当事者も自分も支えられるネ
ットワークをつくる》

「支援となる資源を知る」（3）

「利用するサービスについて検討する場に参加する」（4）

《自分の時間をつくる》
「感情を解放できる機会を持つ」（4）

「当事者のいない時間を大切にする」（4）
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かそういう体質なのかなと思って，とりあえず
褒めとこうかなと思って』，『“すごいね”って
言って，“すごい能力やん”とかって褒めてた
んです』，『行きたくないって言っても，どの程
度，精神的しんどくて行きたくないのかを見な
がら，様子を見ながら』，『負担になってしまう
と思うので。そこも全然分からない。言ったほ
うがいいのかもしれないんですけど全然分から
なくて，自分の中で言わんほうがいいかなと思
って。あえて言わないとか』と語られるよう
に，家族が統合失調症の経過や回復についてど
うなるのかわからないと感じながらも，家族が
対処していた支援であった。
「当事者と支援をつなぐ」では，『“やっぱり
今日ちょっとしんどいから行けない”っていう
ので，そこは無理強いしなくて“じゃあ，自分
で電話してね”って言って，休む電話をさせる
んです』，『その曜日は作業が楽しいから行きた
いねんけど，苦手な人がどうしてもいてるか
ら，行きたいけど行けないっていうのですごく
またつらくて体調がおかしくなってみたいな。
それで話しはいろいろスタッフさんとして』な
ど，当事者が支援者やサービスとつながりを継
続することができるよう，当事者の思いを支援
者と共有したり，当事者が行えるようかかわる
支援であった。
「安心できる環境をつくる」では，『一緒にい
るっていうのだけで安心するみたいなんで，と
りあえずできる範囲はそれぐらいしかできない
ですけど』，『周りの目を気にすることなく本人
を見て，次進むべき道をずっとこう，どういう
のが本人にとっていいのかっていうのを考えな
がら』，『寄り添いながらっていうかですかね。
そばに寄り添いながらっていうのが一番大事で
す』，『見守るしかないですよね。そういうこと
をしっかり』，など，当事者が安心できるよう
かかわったり，見守る支援の方法であった。
2）【希望をともに持ち続ける】
このカテゴリーは，当事者と家族が就労とい
う希望を持ち続けるための支援である。
（1）《希望を分かち合う》
《希望を分かち合う》は，「希望を受けとめ
る」，「待つ姿勢をもち希望を育む」，「希望に関
する価値を共有する」，「希望を実現するための
道のりをともに考える」から構成された。

「希望を受けとめる」は，『本屋さんみたいな
とこで働きたいなっていうの，でもその気持ち
が出たのがすごいなと思ったんで』，『今までは
昼まで寝てましたからね。朝起きて電車に乗っ
て行くっていうのがリハビリ，もうそれだけで
いい最初はっていうので』など，どのような状
況でも希望を受け止め尊重する支援であった。
「待つ姿勢をもち希望を育む」は，『本人はす
ぐにでもどこでも就職したいっていう希望があ
って』，『働かないといけないっていうのはある
ので，ですけども仕事内容が悩んでたんですけ
れども』，『それは本人も，私たちはもう別に焦
って探すことはないので，ゆっくり探したらい
いんじゃないかっていうので』など，当事者が
希望の実現に向けて，自己決定できることを待
つ支援であった。
「希望に関する価値を共有する」は，『お友達
がコンビニで働いているので，レジしてみたい
とか言ってたんですけど，できる状態じゃない
ので』，『ちょっとそれを簡単に言うからちょっ
と腹が立ったので，どんだけ大変か分かっとん
かなって思って』，『“そんな簡単な仕事じゃな
い”っていうのをちょっと言ったんです』，『今
までそんな気持ち出てなかったのに“すごい
ね”っていうのは言ったんですけど，言ったん
ですけど一応現実もちょっと』など，当事者の
希望を受けとめるなかで，現状や希望を実現す
ることの大変さなどについて家族が感じている
価値観を当事者に伝える支援の方法であった。
「希望を実現するための道のりをともに考え
る」は，『（就労支援事業所に）行かない状態だ
ったらどうなるのかっていうのも，反対のこと
を考えたりとか話したりもして』，『家にこのま
まいて同じ状態で，ハローワークにお話ししに
行くっていうのも無理なんだから，そういうリ
ハビリして，その就労に向けてのアドバイスも
してもらえたり，ハローワークとかにも一緒に
行っていただけたりとかいう道もあるから，ず
っと説得，話しはしてました』と語られている
ように，就労という希望をもちながら支援を受
け入れがたい当事者の思いを組みながら，希望
を実現する道筋について考える機会を持つ支援
であった。
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（2）《希望との距離感を保つ》
《希望との距離感を保つ》は，「期待を表しすぎ
ない」，「背中を押す」から構成された。
「期待を表しすぎない」は，『言わないです
ね，負担になると思うんで』，『“どうだった？”
とかぐらいは聞いたりとか時々言いますけど，
毎日はそんな事細かくは聞くほうではないです
し，大きなことは自分で結構話しするので』な
ど，家族の期待が伝わりすぎることの影響を考
えた支援であった。
「背中を押す」は，『ちょっとした時間でも，
午前中だけもいいから（就労支援事業所に）行
って，午後から帰ってくるとかそういうのでも
いいからっていうのをずっと，ずっと言い続け
ていました』，『私の押しの一手でたぶん行った
ような感じなの』，『ずっと言い続けて，もうそ
れ以外はしゃべらないみたいな感じで。もう良
くなってきたので』など，当事者の就労すると
いう希望を実現するために，就労支援サービス
を利用することをためらう当事者への支援の方
法であった。
（3）《障壁となるものを知る》
《障壁となるものを知る》は，「当事者の苦手
や不安を知る」，「困っていることにアドバイス
する」から構成された。
「当事者の苦手や不安を知る」は，『初めての人
とのコミュニケーションが何をしゃべっていい
かわからないし，お昼ご飯のとき何しゃべって
いいかわからないとか』，『時間をどうしたらい
いのかわからないとかっていう不安があって，
二の足を踏んでた部分はあると思うんです』，
『帰ってきたら，辞めたい，辞めていい？って。
あかんよっていう毎日でした』と「当事者の苦
手や不安を知る」ことを大切にし，通所の障壁
になる当事者の思いを理解していた。そして，
就労支援事業所に通うことに前向きになれない
当事者に対して『じゃあ，何が心配って言った
時にそういうふうに何話していいかわからない
とか，やっぱり初めてのところに不安があるの
で，それに対してアドバイスしたり』と「困っ
ていることにアドバイスする」ことで通所を継
続することを励ましていた。
3）【ともに歩める生活づくり】
このカテゴリーは，当事者の支援者としての
役割も果たしながら，家族自身の生活を充足さ

せる支援であった。
（1）《ともにできることを見つける》
《ともにできることを見つける》は，「ともに
いる時間を大切にする」，「できることを促す」
から構成された。
「ともにいる時間を大切にする」は，『一緒に
散歩してずっと一緒にしてて，それが“落ち着
くわ”とか本人もなんか言ってて』，『（就労支
援事業所で）待ち合わせてして一緒に帰るとい
うふうにしてるので，送り迎えはしてるので安
心みたいなんです』など，就労支援事業所を利
用する当事者をサポートしながら，家族が当事
者と過ごす時間も大切にする支援の方法であっ
た。
「できることを促す」は，『本人だけが受診し
て，私は診察の外で待って』，『（就労支援事業
所に）行き始めたぐらいからはもう，“他の人
も，他の患者も 1人で（外来）来られて 1人で
入ってられるのに，もう 1人で入ったら？”っ
て』，など，意識的に当事者の自立を促す支援
の方法であった。
（2）《当事者も自分も支えられるネットワーク

をつくる》
《当事者も自分も支えられるネットワークを
つくる》は，「支援となる資源を知る」，「利用
するサービスについて検討する場に参加する」
から構成された。
「支援となる資源を知る」は，『そういう就労
の施設が。そういうところがあるんだっていう
のを初めて知ったんですね』，『就労支援場所が
あるということで，家にいても不安になったり
とか，悩むことがあればそこで相談できます
し，そういう相談できるんだっていう場所があ
ることが親にとってはありがたいですし，何か
あったら聞けばいい場所があるっていうこと
は』など，就労支援に関連する資源について知
る支援の方法であった。
「利用するサービスについて検討する場に参
加する」は，『“リハビリでどうですか”って診
察中に言われたんですけど，“いや，いいです”
って一番最初に。そういうところは行かないっ
て』，『見学だけでも一度行ってみないかという
ことで，そこ見学に行ったんですね』，『（就労
支援事業所に）通えない時に在宅でお仕事をで
きるよって教えてもらって。私が働いてた時
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に，時間が全然つぶせなくってすごくそれがつ
らいらしくて，そんときに在宅に変えてもらっ
て木曜日の 10時から 12時，2時間だけなんで
すけど』など，当事者や家族自身の状況にあわ
せて，当事者が利用可能な方法を検討する支援
の方法であった。
（3）《自分の時間をつくる》
《自分の時間をつくる》は，「感情を解放できる
機会を持つ」，「当事者のいない時間を大切にす
る」から構成された。
「感情を解放できる機会を持つ」は，『スタッ
フさんと私が話できるじゃないですか』，『子ど
もの状態を分かってるスタッフさんと話ができ
るっていうのがすごく私にとって良くて』，『愚
痴を聞いてもらえるみたいな。たわいもない会
話もあるじゃないですか。それもすごく気分転
換になるので』など，当事者を支援する状況の
なかで感じているネガティブな思いを開放し，
自分をケアする支援の方法であった。
「当事者のいない時間を大切にする」は，『わ
ざと買い物行く時におってもらって，ちょっと
長めに外に出るように，外でちょっと時間をつ
ぶす感じ』，『1人の時間もいるかなって思っ
て，ちょっと長めに買い物出てみたり』，『寝て
る時間か朝ちょっと，朝が今 9時ぐらいに起き
てんのかな，子どもが。それまでの時間，朝の
時間。起きてくるまでの時間がちょっとゆっく
りできる時間』など，当事者と過ごさない自分
だけの時間を大切にするという支援の方法であ
った。

Ⅳ．考 察

1．就労意欲をもつ統合失調症者への家族の支
援内容の特徴
本研究で得られた 3つのカテゴリーから，地
域で生活する就労意欲をもつ統合失調症者へ家
族が行う支援内容の特徴について述べる。発症
後の経過の中で，本人も家族も混乱する経過を
たどりながら就労したいという希望を持ち就労
支援サービスを利用していたが，必ずしも安定
している状態が続いているというわけではな
く，当事者の症状の波を経験しながら，自分の
取るべき行動や対処にこれで良いのかという不
安な気持ちも抱えながら【病気とのつきあい方

を探る】という支援が行われていた。症状が安
定して就労したいという意欲が本人から発せら
れても，新たな環境や対人関係，就労に関連す
るトレーニングを前に希望を実現しようとする
意欲や行動が失われてしまうことに対し，【希
望をともに持ち続ける】支援が行われていた。
当事者と家族自身のどちらの生活も重視して
【ともに歩める生活づくり】が行われていた。
家族への支援には当事者を支える「援助者とし
ての家族」を支える視点と家族自身が自らの生
活を営み自己実現を図っていく「生活者として
の家族」への支援（大島，2010）が必要とな
る。援助者としての家族の役割も果たしなが
ら，生活者としてある家族に着目し，援助者と
しての機能と生活者としての機能をバランスよ
く維持できるような支援が必要であると考えら
れる。

2．就労意欲を持つ統合失調症者の家族への支
援のあり方
これまで精神医療は，就労支援に必ずしも積
極的ではなかった。それは，精神障害をもつ人
が職場のリスクに耐えられるかどうか，それに
よって再発しないかどうかという不安が精神医
療従事者の側に強かったからである（斎藤他，
2018）。病気や障がいがあってもなお，その人
らしく生きることを目指すリカバリーが重視さ
れるようになり，当事者や家族にとっての働く
ことの意義を支援者は十分に理解しておくこと
が必要となる。家族は，当事者が様々なリスク
と向き合うことを支え，就労するという揺らぐ
希望を分かち合い，家族自身の生活者としての
営みを維持しながら，当事者を支援していた。
当事者の社会生活の回復として就労はわかりや
すい目安のひとつとなるが，一方で，労働に希
望を見出そうとすることが持つ危うさもある。
「労働」や希望に内包されている多面性や脆弱
性を自覚的に認識し，それぞれのひとがもつ多
様な価値や利益を相互に尊重しながら，全体の
バランスのなかで自己を位置づけていくことが
重要（東大社研他，2009）となる。働くことが
当事者の主体的に生きることを支えるという意
味を重視した支援が必要となる。また，就労意
欲のある当事者を支える家族へは，病気とのつ
きあい方を共有し，希望をともに持ち続けなが
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ら，当事者と家族がともに生活者として歩める
よう，家族も主体的に生きることを支援するあ
り方が必要である。

3．本研究の限界
本研究では，調査対象者の 2名は続柄はいず
れも母親であった。家族のなかでも母親役割を
もつ家族の視点から，就労の希望をもつ当事者
への支援の内容を明らかにしたものであったこ
とは本研究での限界であると考える。家族とい
う多様な役割や機能をもつ対象が，就労の希望
をもつ当事者へどのような支援を行っているの
か明確にするには，対象者数や役割の違う家族
構成員に範囲を広げることが課題である。

Ⅴ．結 論

就労意欲をもつ統合失調症患者に対する家族
の支援の内容を分析した結果，【病気とのつき
あい方を探る】【希望をともに持ち続ける】【と
もに歩める生活づくり】という 3つのカテゴリ
ーと 8つのサブカテゴリー，19の同一記録単
位群が得られた。就労意欲をもつ統合失調症患
者家族への支援のあり方については，生活者と
しての家族であることに着目し，援助者として
の機能と生活者としての機能をバランスよく維
持できるような支援や，就労という希望と当事
者と家族の距離感をみながら，当事者が主体性
をもって生きることの意味を中心に据えて，家
族も主体的に生きることを支援する必要性が示
唆された。
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